
身
体
活
動
の
低
下（
運
動
不
足
）
②
職
場

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
③
仕
事

の
オ
ン
／
オ
フ
が
つ
け
に
く
い
④
孤
立
・

孤
独
感
⑤
業
務
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
と

り
に
く
い
⑥
作
業
環
境
の
不
備
に
よ
る
筋

骨
格
系
の
症
状
の
増
加
―
―
な
ど
が
あ
り

ま
す（
表
１
）。
そ
の
ほ
か
に
も
在
宅
の
頻

度
が
多
い
人
の
方
が
、
血
中
中
性
脂
肪
の

値
が
高
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
流
行
下
に
お
け
る
働
き
方

の
変
化
と
労
働
者
の
健
康
に
関
し
て
行
わ

れ
た
３
万
人
規
模
の
大
規
模
調
査

（CO
RoN

aW
ork

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
50

％
を
超
え
る
も
の
の
、
そ
の
動
機
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
80
％
を

超
え
て
最
も
多
く
、
今
後
導
入
を
検
討
し

て
い
る
企
業
は
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
２
０
２
１
年
の
社
会
生
活
基

本
調
査（
総
務
省
）で
は
、テ
レ
ワ
ー
ク（
在

宅
勤
務
）
を
し
て
い
た
人
は
、
し
て
い
な

か
っ
た
人
に
比
べ
、
25
～
34
歳
、
45
～
54

歳
で
は
睡
眠
時
間
が
長
く
な
っ
て
お
り
、

35
～
44
歳
で
は
睡
眠
時
間
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
代
わ
り
に
育
児
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
年
代
も
、
テ

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
普
及
し
始
め
、

技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
と
と
も
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
な
っ

て
き
た
こ
と
も
普
及
の
追
い
風
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
に
お
い
て
は
働
き
方
改
革
の
推
進
、

労
働
力
の
確
保
、業
務
変
革
推
進（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
、

Ｄ
Ｘ
）、
オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
削
減
な
ど
が

期
待
さ
れ
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
多
様
な

働
き
方
の
実
現（
育
児
、
介
護
、
治
療
と

の
両
立
）、
通
勤
時
間
の
削
減（
通
勤
の
負

担
軽
減
、
私
生
活
の
充
実
）
な
ど
が
期
待

さ
れ
、
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感

染
症
対
策
を
目
的
に
半
ば
強
制
的
に
そ
の

利
用
が
普
及
さ
れ
た
た
め
、
当
初
は
マ
イ

ナ
ス
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
通
信
利
用
状
況
調
査
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、「tele

＝
離
れ
た
所
」

と「w
ork

＝
働
く
」を
あ
わ
せ
た
造
語
で
、

情
報
通
信
技
術（ICT

＝Inform
ation and 

Com
m

unication T
echnology

）を
活
用

し
た
、
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
働
き
方
の
こ
と
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク

に
は
、
働
く
場
所
に
よ
っ
て
、
自
宅
利
用

型
テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）、
移
動
中
や

移
動
の
合
間
に
行
う
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
施
設
利
用
型
テ
レ
ワ

ー
ク
の
他
、
リ
ゾ
ー
ト
で
行
う
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
90
％
以
上

を
在
宅
勤
務
が
占
め
て
い
ま
す（
図
１
）。

国
内
で
は
１
９
９
０
年
頃
、
都
心
部
の

オ
フ
ィ
ス
賃
料
の
高
騰
や
従
業
員
の
通
勤

負
担
の
緩
和
を
目
的
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
期
が
あ
り
、

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ
の
懸
念
や
業

務
効
率
化
、
生
産
性
の
向
上
の
観
点
か
ら

再
び
テ
レ
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
長
時
間
労
働
の
社
会
問
題
化
、
柔
軟

な
働
き
方
の
選
択
肢
の
確
保
と
い
っ
た
背

景
か
ら
、
２
０
０
６
年
に
は「
Ｉ
Ｔ
新
改

革
戦
略
」
に
お
い
て
、
２
０
１
０
年
ま
で

に
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
を
就
業
者
の
２
割
ま
で

引
き
上
げ
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
一
般
家
庭
を
含
む
多
く
の
場
所

コロナ禍では、多くの職場でテレワークへの移行が急速に進みました。
テレワークにはどのようなメリットとデメリットがあるのでしょうか。
また、テレワークの利点を活かし、弱点を補うには、何に気をつければよいのでしょうか。
テレワークの導入にあたり、第一線で職場の健康管理に取り組んでおられる
旭化成株式会社統括産業医の小山一郎先生に解説していただきます。
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テレワークと
健康経営
職場の健康管理や
生産性向上への活かし方

レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）を
し
て
い
た
人
は
、

し
て
い
な
か
っ
た
人
に
比
べ
、食
事
時
間
、

趣
味
・
娯
楽
の
時
間
、
学
習
・
自
己
啓
発

の
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

年
齢
階
級
が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の

差
は
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
が
実
際
の
社
会
で
認
識
さ
れ
は
じ

め
て
お
り
、
今
後
、
働
き
方
の
一
つ
と
し

て
さ
ら
に
多
く
の
企
業
で
採
用
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す（
図
２
）。

こ
こ
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
健
康
影
響

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
有
効
に

活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
に

つ
い
て
、
筆
者
の
経
験
を
踏
ま
え
て
述
べ

ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
多
く
の
方
が

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
さ
れ
、
健
康
保
持

増
進
と
さ
ら
な
る
活
躍
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
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在宅勤務 モバイル
ワーク

サテライト
オフィス勤務

ワーケー
ション

0.0

91.3

27.0

12.9
0.8

テレワークの導入形態図１
出典：総務省「通信利用動向調査」2022年（％）

テ
レ
ワ
ー
ク
の
健
康
影
響
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
長

期
的
、
短
期
的
に
見
て
も
よ
い
面
が
や
や

上
回
る
と
の
報
告
が
多
い
も
の
の
、
調
査

結
果
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
身
体
的
、

精
神
的
な
影
響
と
も
に
よ
い
面
も
悪
い
面

も
あ
り
、
一
概
に
在
宅
勤
務
が
よ
い
、
悪

い
と
は
明
確
に
は
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

在
宅
勤
務
の
影
響
の
仕
方
は
、
企
業
の

文
化
、
職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
業
務
内

テレワーク導入率の推移図２ 出典：総務省「通信利用動向調査」
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■テレワークを導入している	
■導入していないが、今後導入予定がある

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

テ
レ
ワ
ー
ク
の
健
康
影
響

容
、
仕
事
の
要
求
度
と

裁
量
度
、
通
信
機
器
の

性
能
、
家
庭
の
事
情
、

自
宅
の
作
業
環
境
、
労

働
者
個
人
の
健
康
状
態

や
性
格
特
性
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
合

的
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、

個
々
に
そ
の
影
響
は
異

な
り
ま
す
。

一
般
的
に
プ
ラ
ス
の

影
響
と
し
て
、
①
通
勤

の
負
担
減
少
②
睡
眠
時

間
の
増
加
③
家
族
と
の

時
間
や
地
域
活
動
へ
の

参
加
の
増
加
―
―
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
、
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
と
し
て
、
①

3.3
3.3

3.4
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在
宅
勤
務
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
生
活
習

慣
、
労
働
生
産
性
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い

て
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

そ
も
そ
も
在
宅
勤
務
を
好
む
人
と
そ
う
で

な
い
人
で
は
心
理
的
苦
痛
の
感
じ
方
が
異

な
り
、
在
宅
勤
務
を
好
む
人
で
は
、
そ
の

回
数
が
増
え
る
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
は
減
少
し
、

そ
う
で
な
い
人
は
増
加
す
る
こ
と
。
在
宅

勤
務
の
回
数
と
不
健
康
な
食
習
慣
が
相
関

す
る
こ
と
。
部
屋
の
明
る
さ
や
机
・
椅
子

な
ど
の
作
業
環
境
が
適
切
で
な
い
場
合
、

筋
骨
格
系
の
訴
え
や
労
働
機
能
障
害（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
※
）
が
増
加
す
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

結
果
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
感
染
症
流
行

下
で
の
身
体
的
・
心
理
的
影
響
や
、
雇
用
・

経
済
状
況
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

弊
社
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
２
０
２

０
年
３
月
か
ら
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

多
く
の
職
場
で
急
速
に
導
入
さ
れ
た
た
め
、

従
業
員
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
た
め
の
準

備
が
十
分
に
で
き
な
い
ま
ま
在
宅
勤
務
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

導
入
当
初
は
プ
ラ
ス
の
影
響
よ
り
も
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
目
立
ち
ま
し
た
。
特
に
保

育
所
や
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
時
期
は
、
子

育
て
世
代
の
従
業
員
か
ら
在
宅
勤
務
で
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
が
難
し
い
と
い
う
話

や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
な
い

業
務
を
担
当
し
て
い
る
従
業
員
か
ら
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
仕
事
が
進
ま
な
い
と
い

っ
た
声
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
中
で
は
、
頸
肩
腕
部
の
痛
み
や
腰
痛

の
訴
え
な
ど
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
在
宅
勤
務
導
入
後
、
半
年
ほ

ど
経
っ
た
２
０
２
０
年
10
月
に
本
社
等
の

ス
タ
ッ
フ
部
門
の
従
業
員
約
４
０
０
０
人

を
対
象
に
、
運
動
や
睡
眠
な
ど
の
生
活
習

慣
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
と
、
そ
の
間
に
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
の
面
談
等
で
聞
か
れ
た
従
業

員
へ
の
影
響
に
つ
い
て
お
示
し
し
ま
す
。

在
宅
勤
務
の
回
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、

一
日
あ
た
り
の
運
動
量
が
減
っ
た
と
答
え

た
方
が
増
え
ま
し
た
。
な
お
、
増
え
た
と

す
る
方
の
割
合
も
在
宅
勤
務
の
回
数
が
増

え
る
と
わ
ず
か
に
増
加
し
て
お
り
、
通
勤

の
時
間
を
運
動
に
充
て
る
方
も
増
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た（
図
３
）。
ま

た
体
重
に
つ
い
て
は
、
在
宅
勤
務
の
回
数

が
増
加
す
る
ほ
ど
、「
増
え
た
」
と
答
え

た
方
が
増
加
し
て
い
ま
し
た（
図
４
）。

在
宅
勤
務
の
回
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

６
時
間
以
上
の
睡
眠
が
取
れ
る
方
が
増
加

し
ま
し
た（
図
５
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
下
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
弊

社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
10
～
20
％
の
従
業

員
が
、
上
司
や
同
僚
へ
相
談
し
に
く
く
な

っ
た
、
部
下
の
変
化
に
気
づ
き
に
く
く
な

っ
た
と
い
っ
た
意
見
を
認
め
ま
し
た
。
一

方
で
、
相
談
し
や
す
く
な
っ
た
、
変
化
に

気
づ
き
や
す
く
な
っ
た
、
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
や
す
く
な
っ
た
と
い
っ
た
意
見
も
一
定

数
認
め
て
い
ま
す
。
在
宅
勤
務
を
導
入
す

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
報
告
や

連
絡
の
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
見
直
し
た
こ

と
で
、
今
ま
で
以
上
に
お
互
い
の
仕
事
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
た
声
も
聞

か
れ
ま
し
た（
図
６
、
図
７
）。

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
日
々
の
面
談
等

で
在
宅
勤
務
に
関
し
て
聞
い
た
意
見
を
以

下
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
よ
い
影
響
と
し

て
は
、
人
に
直
接
会
う
ス
ト
レ
ス
が
減
っ

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
会
議
の
日
程
調
整

が
簡
単
に
で
き
る（
業
務
負
担
減
）、
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
、

業
務
の
見・

え・

る・

化・

・
効
率
化（
紙
→
電
子

化
な
ど
）が
進
み
業
務
負
荷
が
軽
減
し
た
、

通
勤
時
間
が
減
っ
て
睡
眠
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
が
増
加
し
た
、
体
調
に
あ
わ
せ

て
個
人
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
し
や
す
い
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
異
動
者
や
新
入
社
員
が
業
務

や
職
場
に
適
応
し
に
く
い（
理
由
：
Ｏ
Ｊ

Ｔ
が
や
り
に
く
い
、
会
社
の
考
え
方
を
つ

か
み
に
く
い
、
相
談
し
に
く
い
な
ど
）、

仕
事
の
オ
ン
／
オ
フ
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
け

に
く
い
、
隙
間
時
間
が
少
な
く
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
が
ち
、
と
い
っ
た
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た（
表
２
）。

こ
の
よ
う
に
、在
宅
勤
務
に
関
し
て
は
、

職
務
内
容
や
従
業
員
の
特
性
、
職
場
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
影
響
は

異
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
出
社
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や

個
々
の
従
業
員
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
柔
軟

に
職
務
設
計
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
か
し

や
す
い
条
件
を
知
り
、
職
務
の
内
容
、
ス

キ
ル
や
経
験
、
職
場
の
管
理
・
運
営（
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）の
方
法
に
照
ら
し
て
、個
々

に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
何
か
、
職
場
の
管

理
・
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
が

必
要
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
か
し
や
す
い
条
件
を

「
職
務
」「
従
業
員
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
視
点
で
見
る
と
、
職
務
に
関
し
て
は
、

①
そ
も
そ
も
出
社
し
な
く
て
も
仕
事
が
で

き
る
②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

［特集］テレワークと健康経営 職場の健康管理や生産性向上への活かし方

在宅勤務の影響表１ 
生活習慣や仕事、家庭や地域、医療機関への受診などそれぞれにおいてメリッ
ト・デメリットがあり、また、その影響の仕方は、個人ごとに異なる

影響

生活習慣 ▶
睡眠時間扌（➡）、身体活動量➡（扌）、飲酒量扌／➡、生活リズ
ムの乱れ扌／➡、他者とのコミュニケーション扌／➡、ＷＬＢ（ワーク・
ライフ・バランス）扌（➡）…

仕事 ▶

通勤時間➡、長時間労働➡（扌）、業務効率扌（➡）、職場内コミ
ュニケーション➡（扌）、ラインケア（気づきとサポート）➡、ＩＴツール
利活用によるストレス扌／➡、オンライン会議による隙間時間➡、出
張➡、作業環境➡（扌）、プレゼンティーズム扌／➡…

家庭・地域 ▶
家族とのコミュニケーション扌、家庭内ストレス扌／➡、
地域活動への参加扌…

疾病・医療 ▶ 医療機関受診のしやすさ➡／扌…

参考：新型コロナウイルス流行に伴い急遽はじまったテレワークの健康影響
産業医科大学	産業保健経営学教室

※青字はよい影響、赤字は悪い影響が多いもの

在宅勤務の頻度と運動量の変化図３

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況
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在宅勤務の頻度と体重の変化図４

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況
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在宅勤務の頻度と睡眠時間図５

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況
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※プレゼンティーズム：心身の健康上の問題で、出勤しているがパフォーマンスが発揮できない状態

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況　n=3536

職場のコミュニケーション、サポート図６

上司への相談のしやすさ

上司の指導やサポート

同僚への相談のしやすさ

同僚のサポート

上司や同僚への相談のしやすさ、サポートは変わらないもしくは改善したとするも
のが8割を占めるが、悪化したものも一定数認める

※2020年10月時点における在宅勤務が可能な部門での状況　n=3536

部下の変化への気づきや配慮の実施［上司］図７

部下の体調面への配慮

心身の調子が思わしくない部下はいるか

部下の変化に気づけているか
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健
康
状
態
や
育
児
・
介
護
な
ど
の
個
別
の

状
況
へ
配
慮
す
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
た

め
の
社
内
制
度
を
充
実
す
る
こ
と
も
必
要

で
す（
表
４
）。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
通
勤
の
負
担
や
対

面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

活
動
、
治
療
を
含
め
た
疾
病
管
理
に
対
し

て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
双
方
の
影

響
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

（
有
効
な
こ
と
）
も
徐
々
に
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
確
認

し
た
上
で
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
た
め
の
必
要
な

見
直
し
や
サ
ポ
ー
ト
の
導
入
を
検
討
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、

従
業
員
の
健
康
増
進
と
活
躍
を
両
立
す
る

た
め
の
工
夫
や
好
事
例
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

仕
事
の
面
で
は
、
椅
子
や
モ
ニ
タ
ー
な

ど
Ｐ
Ｃ
作
業
に
適
し
た
環
境
を
整
え
る
、

職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を

防
ぐ
た
め
に
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
設
け
る
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
や
担
当
業
務
を
明
確
に
し
て
進
捗
を
共

有
し
相
互
支
援
を
促
進
す
る
、
業
務
の
進

捗
に
あ
わ
せ
て
無
理
の
な
い
業
務
計
画
へ

見
直
す（
時
間
外
労
働
の
把
握
と
削
減
）、

タ
ッ
フ
で
は
、
受
け
ら
れ
る
配
慮
が
異
な

る
場
合
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
在

宅
勤
務
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。労

務
管
理
に
お
い
て
は
、
実
際
に
仕
事

を
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
本
人
の
体
調
の
変
化
に
気

づ
く
の
が
遅
く
な
り
、
状
態
に
あ
わ
せ
た

配
慮
が
行
い
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
休
業

が
必
要
と
思
わ
れ
る
状
態
で
も
仕
事
を
し

て
し
ま
う
こ
と
で
、
症
状
の
悪
化
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
が
増
大
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
治
療
中
の
疾
病
に
対

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
自
体
が
向
い
て
い
な
い

（
悪
化
要
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
）
場

合
も
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
な
ど
で
は
、
孤
独
感
や
不
安
が
強

く
な
る
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す（
表
５
）。

こ
の
よ
う
に
、
在
宅
勤
務
を
健
康
面
で

の
配
慮
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
急
速
に
導
入
さ
れ
た
テ
レ

ワ
ー
ク
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

生
活
習
慣
、
働
き
方
、
家
族
／
地
域
で
の

シ
ョ
ン
で
十
分
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
③

基
本
的
に
作
業
を
単
独
で
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
④
成
果
物
が
明
確（
わ
か
り
や
す

い
）
⑤
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
ク
リ
ア

で
き
て
い
る
―
―
こ
と
。

従
業
員
に
関
し
て
は
、
①
自
立
的
に
仕

事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る（
経
験
、
ス

キ
ル
）
②
適
切
に
報
連
相
が
で
き
る（
オ

ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
）
③
オ
ン
／
オ
フ

の
切
り
替
え
が
で
き
る
④
健
康
確
保
に
必

要
な
生
活
習
慣
を
維
持
で
き
る（
睡
眠
、

食
事
、
運
動
）
⑤
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

が
で
き
る（
仕
事
と
私
生
活
の
メ
リ
ハ
リ
、

気
分
転
換
）
⑥
出
社
の
負
荷
軽
減
が
必
要

（
有
効
）
で
あ
る（
介
護
、
育
児
、
治
療
）

⑦
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た
労
働
環
境
が
準

備
で
き
る
―
―
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

①
業
務
計
画
、
目
標
、
分
担（
役
割
）、
勤

怠
管
理
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
②
上
司
・

同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

が
確
保
さ
れ
て
い
る
③
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

議
論
に
慣
れ
て
い
る（
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ

ト
の
や
り
と
り
）
④
上
司
・
同
僚
に
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
る（
心
理
的
安
全

性
）
―
―
が
あ
げ
ら
れ
ま
す（
表
３
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
状
況
は
常
に
変
化

す
る
た
め
、
そ
の
時
々
に
あ
わ
せ
て
対
応

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
職
場
の
メ
ン
バ

ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

た
め
、
体
調
が
不
安
定
で
あ
る
従
業
員
の

健
康
配
慮
へ
の
活
用
が
検
討
さ
れ
る
場
面

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
健
康
配
慮
の

手
段
と
し
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
傷

病
休
業
か
ら
の
復
職
の
際
に
は
、
復
職
が

と
取
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
活
動
量
低
下
な
ど
生
活

習
慣
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

活
動
量
計
を
用
い
て
個
々
の
身
体
活
動
量

を
見・

え・

る・

化・

す
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ウ

可
能
な
状
態
が「
会
社
に
出
勤
し
て
フ
ル

タ
イ
ム
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提

と
し
た
復
職
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
反
対
に
在
宅
勤
務
で
の
復
職
を

認
め
る
場
合
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
難
し

い
製
造
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
事
務
ス

［特集］テレワークと健康経営 職場の健康管理や生産性向上への活かし方

テ
レ
ワ
ー
ク
を

活
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テレワークを活用しやすい条件表3 
特徴

職務 ▶

・出社しなくても仕事ができる
・オンラインでのコミュニケーションで十分に意思疎通ができる
・基本的に作業を単独で進めることができる
・成果物が明確（わかりやすい）
・セキュリティの問題がクリア

従業員 ▶

・自立的に仕事を進めることができる（経験、スキル）
・適切に報連相ができる
（オンラインにおいても必要なコミュニケーションがとれる）
・オン／オフの切り替えができる
・健康確保に必要な生活習慣を維持できる（睡眠、食事、運動）
・ストレスコーピングができる（仕事と私生活のメリハリ、気分転換）
・出社の負荷↓が必要（有効）な従業員（介護、育児、治療）
・テレワークに適した労働環境を準備できる

職場環境
（労務管理）▶

・業務計画、目標、分担（役割）、勤怠管理が明確になっている
・上司・同僚とのコミュニケーションの機会が確保されている
・オンラインでの議論に慣れている（メールやチャットのやりとり）
・上司・同僚に相談しやすい雰囲気がある（心理的安全性）

在宅勤務の影響（コロナ禍における経験）表2 
産業保健スタッフがこれまでの対応を通して感じたこと

よい影響

①コミュニケーション
・人に直接会うストレスが減った　・オンラインだと会議の日程調整が簡単にできる
・家族とのコミュニケーションが増加　・オンラインの方が気軽に相談できる
②業務
・業務の見える化、効率化（紙→電子化など）が進み業務負担が軽減
③生活習慣、その他
・通勤時間が減って睡眠やプライベートの時間が増加
・体調にあわせて個人のペースで仕事がしやすい

悪い影響

①コミュニケーション
・部下のいつもと違う様子に気づきにくい 　・仕事以外の話がしにくい
・メールやチャットだと攻撃的な文面になりやすい　・上司の管理が厳しくなったと感じる
・在宅で一人で仕事をしていると社会との繋がりを感じにくい（閉塞感や孤立感がある）
②業務
・ 異動者や新入社員が業務や職場に適応しにくい（理由：ＯＪＴがやりにくい、会社の考え方を

つかみにくい、相談しにくいなど） ・隙間時間が少なく、過密スケジュールになりがち
③生活習慣、その他
・仕事のオン／オフ（メリハリ）をつけにくい　・（外出できず）気分転換をしにくい
・病院受診が遅れる（理由：少々体調が悪くても在宅勤務ができてしまう）

テレワークのさらなる活用にむけたサポートや工夫表4
さまざまな工夫やサポートを行うことで、テレワークのメリットを最大化し、デメリットを最小化する
従来の就業そのものに関する考え方を見直し、労働者と企業の双方のメリットが最大化を模索する

課題 工夫・サポート

生活習慣 ・生活習慣の維持／改善
（運動不足、体重増加）

・活動量計やアクチグラフ等を用いたセルフモニタリング
・オンラインウォーキングイベントなど

仕事

・職場内連携／サポートの低下
・職場コミュニケーション不全
・ワーク・ライフ・バランスの低下
・教育・訓練の機会の減少
・オンラインに適さない作業環境

・役割明確化、進捗状況共有、早期の業務調整
・定期的なコミュニケーションの機会（1on1ミーティング。全員出社日の設定）
・無理のない業務計画、時間外等の労務管理の徹底
・入社・異動時の教育プログラムの整備（OJTの機会の確保）
・作業環境整備のための補助金支給等

家庭・地域 ・育児・介護等の役割扌 ・個々の環境に配慮した業務スケジュール、目標管理
・コアレスフレックスタイム等の柔軟な働き方

疾病・医療
・通院時間の確保
・ 復職可否判定、　リハビリ勤務等へ

の適用のあり方

・コアレスフレックスタイム等の柔軟な働き方
・就業（復職）の考え方の整理（在宅勤務の位置づけ）
・適用範囲、運用ルールの明確化（人事処遇制度の見直し・整備）

健康配慮にテレワークを活用する際の課題表5
課題

在宅勤務の
位置づけ

・会社が従業員に求める働き方と在宅勤務の位置づけの整理
・在宅勤務の適用条件の明確化（健康配慮への適用）
・就業（復職）の条件（週5日出社し、労務提供が可能な状態⇒週5日労務提供が可能な状態）

適用範囲 ・在宅勤務での職務設計が可能な職務とそうでない職務の混在（不公平感）

労務管理

・職務および目標設定、考課・評価、安全配慮が難しい
－在宅勤務での職務設計　－遂行プロセスの把握　－安全管理、勤怠管理、配慮
・業務サポート
－上司や同僚のサポートが受けにくい

疾病管理
・在宅勤務が疾病に与える影響（悪化要因となる可能性）
・症状等のコントロール状況の把握と状態にあわせた業務調整（配慮）
・勤務を中断する条件設定と判断

本人の
意識・行動

・仕事へのモチベーション維持
・職務環境の変化への適応（報連相など）
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